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　本書は，高校入試に必要とされる，101の典型的な問題で構成さ
れています。すべての問題に Key と 解答・解説 をつけました。
Key は解法の手順や着目点を示しています。 解答・解説 は自習が
できるように詳しい内容にしました。
　すべての分野の問題を厳選していますので，入試までの総まとめ
に適した解説書になっています。苦手な問題は繰り返し学習して，
解法の手順を覚えるようにしてください。効率よく学習して，短い
時間で「基本完成チェックテスト」の満点を目指しましょう。
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複雑な四則混合計算1
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分数の形をした多項式の加減2
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　　 ・分母を24で通分しないこと。 約分が面倒。
　 ・分母を払ったりしないこと。 方程式と区別。

指数をふくむ単項式の乗除混合計算★3
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　次の問いに答えなさい。

⑴　｛ 1
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 ｝×（-62）　を計算しなさい。

⑵　連立方程式　
0.01x+0.04y＝0.14 

x
3

+
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2
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　を解きなさい。

⑶　傾きが 
2
3

 で，点（6，5）を通る直線の式を求めなさい。
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 2 

⑷　右の図のように，円Oと線分 AB がある。円Oの周上にあって，
2点 A，B から等しい距離にある点Pを定規とコンパスを用いて
作図しなさい。

⑸　右の図において，¬™m  のとき∠xの大きさを求めなさい。

⑹　クラスの生徒に鉛筆を配る。1人に3本ずつ配ると20本余り，4本ずつ配ると9本足りない。鉛筆は何本あ
るか求めなさい。
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